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主な内容　p2いなしき夏まつりさじき席の販売　p3稲敷市次世代育
成支援後期行動計画　p4ペットボトルリサイクルにご協力を　p6国
民年金の届け出　p7介護保険料の特別徴収納付額平準化　など

表紙　みんなで力を合わせてワッ
ショイ！ワッショイ！、子ども会
スポーツ大会（関連記事p21）
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8月22日（土）に行われる、いなしき夏まつり。夜は花火大会を盛大に
開催します。
　そこで今年も、江戸崎総合運動公園サッカー場内にさじき席を設置
します。申込方法は、次のとおりですので、お早めにお買い求めくださ
い。
●いなしき夏まつり実行委員会（東庁舎商工観光課内）

☎029-892-2000（内線5207・5209）

▪ 

え
ど
さ
き
笑
遊
館
で
の
販
売

販
売
期
間
：
７
月
21
日（
火
）〜
８
月

21
日（
金
）　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

販
売
場
所
：
え
ど
さ
き
笑
遊
館
（
関

東
つ
く
ば
銀
行
江
戸
崎
支
店
前
）

料
金
：
１
マ
ス
５
０
０
０
円

▪ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の
販
売

受
付
期
間
：
７
月
27
日（
月
）〜
８
月

14
日（
金
）

料
金
：
１
マ
ス
６
０
０
０
円

手
続
方
法
：
①
申
込
書
を
、
稲
敷
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。　
②

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　
③
申
込
書
に
記
載
し

て
あ
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
振
込
手
数
料
は
申
込
者
負
担
）　

④
入
金
確
認
後
、
さ
じ
き
席
券
を
１

週
間
以
内
に
郵
便
書
留
で
送
り
ま
す
。

▪ 

さ
じ
き
席
専
用
駐
車
場（
有
料
）

さ
じ
き
席
購
入
者
限
定
で
さ
じ
き
席

専
用
駐
車
場
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

駐
車
場
は
普
通
車
用
（
ワ
ゴ
ン
車
含

む
）で
す
。

開
門
時
間
：
午
前
10
時

料
金
：
１
台
１
０
０
０
円

▪ 

交
通
規
制

午
後
８
時
か
ら
11
時
頃
ま
で
交
通
規

制
が
あ
り
ま
す
。後
日
発
行
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
し
、
当
日
は
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
い
な
し
き
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
稲
敷
市
東
庁
舎
商
工
観
光
課
内
）　
☎

０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０
（
内
線

５
２
０
７
・
５
２
０
９
）

FAX
０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

３
３
９
８

hanabi2009@
city.inashiki.

lg.jp●
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.inashiki.com

⃝マスの広さは、約２.2ｍ×約２ｍです
⃝当日、約1.8ｍ×約1.8ｍのレジャーシートを配布します
⃝１マスの定員は、5人です
⃝１マスに付き、5枚のさじき席券をお渡しします。さじき

席券がない方は入場できません
⃝悪天候などにより順延・延期した場合、さじき席券はその

まま利用できます
⃝自己の都合により利用されない場合、返金はいたしません
⃝さじき席会場はサッカー場のため、周りがネットフェンス

で覆われています。あらかじめご了承ください
⃝たばこなどにより人工芝を破損させた場合は、修繕費を負

担していただきます
⃝会場内での歩行喫煙は危険ですので絶対になさらないでく

ださい
⃝会場内でのバーベキューや周りの方々に迷惑となる椅子の

利用は禁止となります
⃝ざぶとんやクッションなどをお持ちになることをおすすめ

します
※さじき席専用駐車場へは、「さじき席券」のみの提示では駐

車することはできません。さじき席用駐車券(1,000円) の
提示が必要となります

さじき席に関する注意事項

Suｍｍer Festival 14th
最高の花火をとびっきりの場所で

〜さじき席の販売について〜
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稲敷市 次世代育成支援後期行動計画
ニーズ調査の結果をお知らせします

市
で
は
、
現
在
、「
稲
敷
市
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
」の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。こ
の
度
、
平
成
21
年
2
月
〜
3
月
に
か
け
て
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
調
査
対
象
は
子
育
て
中
の
方
（
就
学
前
児
童
の
保
護
者
と
小
学
生
保
護
者
）
と
市
内
企
業
の
皆

さ
ん
で
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
に
対
し
て
の
調
査
の
手
段
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
で
配
布
・
回
収
の
他
、

就
学
前
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、健
診
時
に
お
願
い
し
た
り
、郵
送
も
行
い
ま
し
た
。市

内
企
業
に
対
し
ま
し
て
は
郵
送
の
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
項
目
は
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
と
家
族
の
状
況
、
保
護
者
の
就
労
状
況
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
・
利
用
意
向
、
子
育
て
全
般
に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
対
策
の
要
望
な

ど
で
す
。市
内
企
業
に
対
し
ま
し
て
は
自
立
支
援
策
利
用
促
進
上
の
問
題
点
な
ど
で
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９-

８
９
２-

２
０
０
０
（
内
線
３
４
０
１
）

▪
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向

現
在
、認
可
保
育
所
、幼
稚
園
、幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は
多
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
延
長
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、
一
時
保

育
な
ど
の
一
時
預
か
り
保
育
の
利
用
意
向
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
充
実
を
希
望
す
る
施
策

「
夜
間
、
休
日
な
ど
急
患
の
時
に

対
応
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
（
小

児
科
）
が
欲
し
い
」「
子
育
て
に
関

す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
回
答
が
、
就

学
前
・
小
学
生
と
も
６
割
程
度
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
他
に
は
、

「
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽

し
め
る
場
所
を
増
や
し
て
欲
し

い
」、「
保
育
所
や
幼
稚
園
に
か
か

る
費
用
負
担
を
軽
減
し
て
欲
し

い
」
な
ど
の
回
答
が
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

 0% 20% 40% 60% 100%

認可保育所

事業所内保育施設

認証保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

家庭的な保育
認定こども園
（共通利用時間のみ）
認定こども園
（共通利用時間以上）

延長保育

ベビーシッター

ファミリーサポートセンター

一時保育

病児・病後児保育

休日保育

その他

特にない

不明

現在稲敷市では
実施されていな
いサービスも含
みます。

利用現況 利用意向

〜〜

 

就学前児童(N=748)
小学生児童(N=1,044)

60.8

56.6

39.6

38.8

15.9

15.5

13.4

58.7

60.2

24.9

28.2

19.1

12.8

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%　
夜間、休日など急患の時に

対応してくれる医療機関がほしい

子育てに関する経済的負担の
軽減を図ってほしい

保育所や幼稚園にかかる
費用負担を軽減してほしい
子連れでも出かけやすく

楽しめる場所を増やしてほしい
児童館など親子が安心して集まれる
身近な場、イベントの機会がほしい

専業主婦など誰でも気軽に
利用できる保育サービスがほしい

企業に対して職場環境の
改善を働きかけてほしい

▪
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
認
知

度
・
利
用
度
・
満
足
度

グ
ラ
フ
は
左
か
ら
「
今
後
の
利
用
意
向
」

「
利
用
度
」「
認
知
度
」
の
順
に
並
べ
て
あ

り
ま
す
。

今後の利用意向 利用度 認知度
 0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長保育事業

一時保育

土曜日保育

預かり保育

子育て支援センター
あいアイ
育児講座

地域子育て支援

教育相談事業

家庭教育相談

17.2

9.4

14.6

37.2

24.2

17.6

65.8

73.9

68.6

48.7

60.3

72.1

66.2

82.1

79.3

17.0

16.7

16.8

14.2

15.5

17.1

16.2

16.8

16.7

10.8

1.1

4.0

32.5

34.0

37.6

47.9

28.7

21.9

27.8

37.6

38.9

49.9

48.8

45.3

34.4

53.7

60.8

54.9

45.2

44.1

17.6

17.2

17.1

17.8

17.5

17.2

17.2

17.2

17.0

56.4

57.9

57.5

77.0

67.9

38.6

59.2

34.1

35.2

33.0

33.8

13.9

23.5

52.4

32.4

56.6

53.9

8.4

9.1

8.7

9.1

8.6

9.0

8.4

9.4

9.436.8

利用意向有り 利用意向なし 不明
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現在、市内の86カ所（下記表）にペットボトル
回収ボックスを設置しています。日時の指定は
ありませんので、いつ出してもかまいません。
　みなさまのご協力をお願いします。

●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4405）

ペットボトルリサイクルにご協力を
拠点回収をしています

■
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
♳
PET

の
マ
ー
ク
が
あ
る

も
の
）

清
涼
飲
料
水
用
＝
茶
系
飲
料
、
炭

酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
／
酒
類
用

＝
焼
酎
、本
み
り
ん
、洋
酒
、清
酒

／
調
味
料
用
＝
し
ょ
う
ゆ
／
乳
飲

料
等
用
＝
乳
酸
菌
飲
料
、
乳
飲
料

な
ど　
※
し
ょ
う
ゆ
以
外
の
調
味

料
用（
ソ
ー
ス
な
ど
）、
食
用
油
用
、

非
食
品
用（
洗
剤
、化
粧
品
な
ど
）の

ボ
ト
ル
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
回
収
日

月
２
回
第
２
・
第
４
木
曜
日

※
６
月
か
ら
９
月
は
毎
週
木
曜
日

拠点回収場所
江戸崎地区
江戸崎地方衛生土木組合
江戸崎公民館
シルバー人材センター
沼里コミニュティーセンター
鳩崎コミニュティーセンター
高田コミニュティーセンター
江戸崎体育館

（株）カスミ
スーパータイヨー

（株）エコス
荒野生活改善センター
小角集落センター
上君山公民館
羽賀公民館
村田公民館
沼田台公民館
花指公民館
佐倉公民館
鳩崎本郷公民館
古渡公民館

岡公民館
駒塚公民館
桑山公民館

新利根地区
根本一区共同利用施設
根本共同利用施設
根本四区共同利用施設
根本五区共同利用施設
三ツ家公民館
新利根庁舎
新利根COM
寄居共同利用施設
新宿共同利用施設
九軒共同利用施設
戌渡共同利用施設
南部共同利用施設
角狸共同利用施設
曽根共同利用施設
伊佐津公民館
いこいのプラザ
下太田共同利用施設
千勝神社
堀川共同利用施設

桜川地区
尾島公民館
東農村集落センター
原口農村集落センター
和田集落センター
浮島中央集落センター
小貫徳三郎商店前
戸前農村集落センター
聖苑香澄
桜川庁舎
須賀津公民館
甘田公民館
四箇地区コミュニティセンター
阿波地区コミュニティセンター
あらい商店駐車場
神宮寺集落センター
馬場崎商店
堀ノ内公民館
桜川保育園
古渡スパー跡地横
渋谷公会堂
東三次公民館
馬渡地区防災センター

東地区
第一区田園都市センター
押砂集落センター
四ツ谷消防機庫隣
結佐農村集落センター
佐原組新田集落センター
八筋川田園都市センター
西代集落センター
上之島農協倉庫前
上須田農村集落センター
伊佐部田園都市センター
阿波崎集落センター
下須田公民館
釜井田園都市センター
本新婦人ホーム
幸田農村集落センター
脇川農村集落センター
福田田園都市センター
市崎農村集落センター
町田集落センター
清水新田団地センター
光葉自治会館
結佐市営住宅

Ｃol

Ｃol
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても
幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハー
モニーを奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2401）

女
ひと

と男
ひと

のハーモニー　Vol_15
男女共同参画社会を目指して　

　
▪
男
の
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
し
た

平
成
21
年
6
月
21
日（
日
）ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
一

般
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
18
人

の
男
性
を
対
象
に
『
男
の
料
理

教
室
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
も
昨
年
に
続
い
て
2
回

目
の
開
催
と
な
り
、
一
人
一
尾

の｢

魚
の
3
枚
お
ろ
し｣

に
挑

戦
し
ま
し
た
。講
師
は
、
い
な

し
き
蒼
風
の
会
の
水
野
金
太
郎

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
会
の
メ

ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
き

の
こ
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
あ
じ

の
オ
リ
ー
ブ
油
焼
き
、
冷
し
ゃ

ぶ
サ
ラ
ダ
、
は
ま
ぐ
り
の
う
し

お
汁
の
4
品
を
作
り
ま
し
た
。

魚
料
理
は
苦
手
と
い
っ
て
い
た

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
熱
心
に
取
り
組
み
、
お
い

し
い
料
理
を
目
の
前
に
、
出
来

上
が
り
に
大
満
足
で
し
た
。

▲いなしき蒼風の会の指導で料理づくりに挑戦

回 日時 内容 講師 会場
１ 10月3日( 土)

午後1:30〜3:00
県女性プラザ主催講
演会「輝いて生きる」
〜オンリーワンの人
生を〜

ア ナ ウ ン サ ー
宮川泰夫 氏

行方市レイクエ
コー／茨城県女
性プラザ
※公用バス使用

２ 10月25日( 日)
午前10:00〜
　　　午後1:00

「家庭でできる豆腐つ
くり」

岡野千恵子 氏 ふれあいセンタ
ー（栄養指導室）

３ 12月13日( 日)
午前10:00〜
　　　正午

「家庭で役立つ介護
術」

特 別 養 護 老 人
ホ ー ム 水 郷 荘
介護職員

ふれあいセンタ
ー（いきいきエン
ジョイルーム）

男女共同参画講座　受講生を募集！

市では、家庭や職場・地域、誰もが「自分らしく」いきいきと暮らせる社会を目
指して、「男女共同参画講座」の受講生を募集します。
　男女を問わず、市民の皆さんのご参加をお待ちしています。

■募集人員：20人　（１回のみの受講も可能です。申し込みが多いときは全回受講で

きる方を優先します）

■受講料：無料（第１回は公用バス使用）

■申込方法：8月31日（月）までに、住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、
はがき、電話、FAX またはE メールでお申し込みください。
■申し込み／問い合わせ先：〒300-0595 稲敷市江戸崎甲3277-1　稲敷市役
所 秘書広聴課女性行政係　TEL 029-892-2000（内線 2401）／ FAX 029-
893-0388 ／ E メール hisyokouchou@city.inashiki.lg.jp

▲手慣れた手つきの男性講師

▲講師の指導で手際よく

▲全員そろっての試食会
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ライフスタイルによって加入者の種類が変わることがあります。
引っ越し、結婚などの人生の節目には国民年金の窓口まで届け出
をしてください。

●稲敷市保険課年金係（桜川庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 4609）

●土浦社会保険事務所
☎ 029-824-7121

国民年金の届け出について
国民年金Q&A、届け出をしましょう

引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
を
し
た

場
合
、
国
民
年
金
の
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。届
け
出
を
し

な
か
っ
た
た
め
に
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
届
け
出
を
す
る
前
に
、

添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１ 

年
金
は
老
後
を
迎
え

れ
ば
誰
で
も
受
け
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
に
あ
っ
て
な
け

れ
ば
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
国
民
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
原
則
と
し
て
最
低
25
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
免
除
・
納
付
猶
予
期
間

を
含
み
ま
す
）。

　
受
給
資
格
期
間
が
25
年
未
満

の
人
は
、
た
と
え
10
年
間
、
20

年
間
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て

も
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
２ 

年
金
を
受
け
て
い
る

父
が
死
亡
し
ま
し
た
。年
金

の
方
も
手
続
き
が
必
要
で

す
か
？

　
年
金
を
受
け
て
い
た
人
が
亡

く
な
ら
れ
た
ら
、
そ
の
遺
族
の

方
は
14
日
以
内
に
「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。も
し
こ
の
届

け
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り

す
る
と
死
亡
日
以
後
も
年
金
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
払
い
と
な
っ
た
年
金
は
、
あ

と
で
遺
族
の
方
か
ら
返
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
余
分
な

負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
死
亡
の
届
け
出
は
速

や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３ 

60
歳
に
な
っ
た
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
年
金
を
受
け
た

い
と
思
い
相
談
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
保
険
料
未
納
期
間

が
多
い
の
で
年
金
は
受
け

ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。何
か
よ
い
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
最
低
で
も
25
年
の
資
格

期
間
が
必
要
で
す
。あ
な
た
の

場
合
は
そ
れ
が
不
足
し
て
い
る

の
で
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
の

で
す
。そ
の
不
足
期
間
が
５
年

以
内
な
ら
、
60
歳
か
ら
任
意
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
れ
ば
老

齢
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
65
歳
以
上
で
加
入
期
間

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
人

に
つ
い
て
、
70
歳
に
達
す
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
の
み
が

対
象
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
の

加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。40
歳

前
後
の
人
は
、
手
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
自
分
の
保
険
料
納
付

済
期
間
な
ど
を
確
認
し
て
み
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。

こんなとき

会社をやめたとき

20 歳になって初めて加
入するとき

住所（転入・転出・転居など）・
氏名が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

60歳から65歳までの間
に任意加入したいとき（高
齢任意加入）

届け出に必要なもの

会社を辞めた日付の分かるもの（退
職証明書・離職票など）・印鑑・年金手
帳
20歳到達加入届・印鑑。学生証のコ
ピー（学生の場合）

印鑑・年金手帳

印鑑・納付書など

年金手帳・金融機関通帳・通帳の印
鑑

こんな時は必ず届け出を
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介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、収入の変動などが
あると年6回ある納期の仮徴収額と本徴収額で、ばらつきが出て
しまいます。そのような方につきましては、年間を通じてできる
だけ均等な額となるように8月の徴収額を変更します。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 3253・3254）

介護保険料の「特別徴収」納付額を平準化
年間を通じてできるだけ均等な額となるように

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、
年
６
回

あ
る
納
期
の
前
半
を
仮
徴
収
、

後
半
を
本
徴
収
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。し
か

し
、
収
入
の
変
動
な
ど
が
あ
る

と
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
で
、

ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
で
き
る
だ

け
均
等
な
額
と
な
る
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
し
ま
す
。

「
平
準
化
」と
は
？

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴
収

額
は
、
原
則
、
前
年
度
２
月
の

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 1平成 21 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 2平成 22 年度

8,300 円

4,200 円

年額 37,500 円

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 3平成 21 年度

年額 37,500 円

6,300 円

4,200 円

10,200 円

4 月 6 月 8月 10 月 12 月 2月
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

図 4平成 22 年度

年額 37,500 円

6,300 円6,300 円 6,000 円

□ 平準化しない場合（変更前）

前半と後半で保険料額のばらつきが続きます。

□ 平準化する場合（変更後）

8月の額を調整することにより、10月以降の保険料および次年度の保険料の均等化
が図れます。（次年度に所得の変動があった場合を除く）

※平準化当初は、8月の額が他の額より大きくなる場合があります。

【参考例】保険料段階が第4段階の方（年額37,500円）の場合

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
が
、
収

入
の
変
動
な
ど
で
仮
徴
収
額
と

本
徴
収
額
の
差
が
図
１
の
よ
う

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
仮
徴
収
を
行

う
と
次
の
１
年
間
の
保
険
料
額

も
前
半
（
仮
徴
収
）
と
後
半
（
本

徴
収
）
で
図
２
の
よ
う
に
偏
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
１
年
間
を
通
じ
て

保
険
料
額
が
で
き
る
だ
け
均
等

に
な
る
よ
う
図
３
の
よ
う
に
８

月
の
徴
収
額
を
変
更
調
整
し
、

10
月
以
降
の
特
別
徴
収
に
お
け

る
保
険
料
の
平
準
化
を
図
３
、

図
４
の
よ
う
に
図
り
ま
す
。
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あ
な
た
の
知
識
や
特
技
を
活
か
し
て

　
講
座
を
開
い
て
皆
さ
ん
で
学
習
を

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」の
講
師

と
「
い
な
し
き
リ
ー
ダ
ー
バ
ン

ク
」の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■ 

「
い
な
し
き
・
る
ー
む
」
講

師
募
集

あ
な
た
の
知
識
や
特
技
な
ど
を

活
か
し
て
講
座
を
開
設
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
昔
遊
び
、体
操
、手
芸
、絵
画

な
ど
、「
こ
れ
ま
で
学
習
し
て

き
た
こ
と
や
特
技
・
技
術
な
ど

を
他
の
人
に
も
伝
え
た
い
」
と

思
わ
れ
て
い
る
方
、
講
師
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
テ
ー
マ
：
生
涯
学
習
に
関
す

る
こ
と
な
ら
原
則
可
能（
審
査
有

り
）　
▽
期
間
：
９
月
18
日（
金
）

ま
で　
▽
回
数
：
10
回
ま
で　

▽
時
間
：
１
時
間
〜
２
時
間(

１
回
）　

▽
会
場
：
各
公
民
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
な
ど　

▽
講
師

料
：
無
料（
教
材
実
費
は
徴
収
可
）

▽
申
込
方
法
：
市
Ｈ
Ｐ
、
各
公

民
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
、
申
し
込
み
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
申
し
込
む
。

ま
た
、メ
ー
ル
で
も
応
募
可
能
。

■ 

「
い
な
し
き
リ
ー
ダ
ー
バ
ン

ク
」登
録

「
豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
知
識・

技
術
を
伝
え
た
い
」、「
地
域
社

会
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思
わ

れ
て
い
る
方
「
リ
ー
ダ
ー
バ
ン

ク
」
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
広
報
稲
敷
で
紹
介
し
、
講
師

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
あ

っ
た
と
き
、
そ
の
目
的
に
応
じ

て
活
動
依
頼
を
い
た
し
ま
す
。

登
録
方
法
は
「
い
な
し
き
・
る

ー
む
」
の
応
募
方
法
と
同
じ
で

す
。

●
稲
敷
市
生
涯
学
習
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
４
３
９
／syougai@

city.inashiki.lg.jp

申
請
書
が
届
か
な
い
ま
た
は
無

く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、
下
記

へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送

に
て
申
請
書
を
再
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で

も
申
請
書
を
再
発
行
し
て
い
ま

す
。期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な

い
場
合
は
、受
給
を「
辞
退
」し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
申
請
手
続
き

　
申
請
期
限
は
９
月
24
日
で
す

　
ま
た
、
定
額
給
付
金
の
詐
欺

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。国
や

市
町
村
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
や
手

数
料
の
振
込
み
を
求
め
た
り
は

し
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
定
額
給
付
金
給
付
事

業
本
部
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
７
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
東
地
区
の

一
部（
佐
原
組
新
田
、手
賀
組
新
田
、

六
角
、結
佐
の
一
部
）で「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
（
特
別
調
査
）」
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業

所
の
雇
用
、
給
与
お
よ
び
労
働

時
間
の
変
動
を
調
べ
、
諸
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

毎
月
勤
労
統
計
調
査（
特
別
調
査
）

　
東
地
区
の
一
部

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
業
所

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
７
月
下
旬
か
ら
９
月
に
各
事

業
所
へ
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０

１
︲
２
６
４
９
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トピックス

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
火
災
報
知
機
の
設
置
の
詐
欺
に
注
意

た
。皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）
を
題
材

に
し
た
寸
劇
を
行
い
、
悪
質
商

法
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
て

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
機
会
を
作
り
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
や

悪
質
商
法
な
ど
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
も
結
構
で
す
。日
時
、

場
所
な
ど
、
な
る
べ
く
ご
希
望

に
添
え
る
よ
う
調
整
い
た
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
東
庁

舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
１
１
５

６
月
１
日
か
ら
、
各
家
庭
で
火

災
報
知
機
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。就
寝
中
の
火
災

に
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。

　
こ
の
義
務
付
け
を
利
用
し
た
、

悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に
あ

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
市

の
セ
ン
タ
ー
に
は
情
報
は
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
的

に
は
す
で
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
火
災
報
知
機
の
取
り
付
け
に

つ
い
て
は
、
お
近
く
の
電
気
店

や
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

性
能
に
よ
り
ま
す
が
、
一
個
５

千
円
位
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

■ 
出
前
講
座
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
で
は
、
6
月
に
行
わ

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
輪
投
げ
大

会
で
、
出
前
講
座
を
行
い
ま
し

長
寿
医
療
制
度
コ
ー
ナ
ー

　
被
保
険
者
の
負
担
区
分

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
の
負

担
区
分
は
、
毎
年
８
月
１
日
で
、

前
年
の
所
得
や
世
帯
の
課
税
状

況
を
も
と
に
判
定
を
行
い
ま
す
。

こ
の
区
分
に
よ
っ
て
、
保
険
証

の
負
担
割
合
や
、
１
か
月
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

※
表
参
照
。

■ 

負
担
区
分

現
役
並
み
所
得
者

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
被
保
険

者
の
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
の
場
合
。　
※
た

だ
し
、
被
保
険
者
お
よ
び
同
一

世
帯
で
70
歳
以
上
の
方
の
収
入

合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
（
単

身
世
帯
の
場
合
は
３
８
３
万
円
未

満
）の
場
合
、申
請
に
よ
り
１
割

負担区分 負担割合
自己負担限度額
外来 入院および世帯合

算
現役並み
所得者 3割 44,400円 80,100円＋α

（44,400円）
一般

1割
12,000円 44,400円

区分Ⅱ 8,000円 24,600円
区分Ⅰ 15,000円

※「α」は、医療費が267,000円を超えた場合、その超過額の1
％。（ ）内は過去12か月に4回を超える高額療養費の支給があ
った場合の4回目以降の自己負担限度額。

負
担
と
な
り
ま
す
。該
当

者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

区
分
Ⅱ

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
場
合
。

区
分
Ⅰ

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
か
つ
各
種
所
得
か
ら

必
要
経
費
、
控
除（
年
金
は

80
万
円
）
を
引
い
た
所
得

が
０
円
と
な
る
場
合
。

一
般

右
記
以
外
の
場
合
。

●
稲
敷
市
保
険
課
長
寿
医

療
係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
６
０
０
）



広報稲敷 平成21年8月号　10

屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す
！

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に

ま
ち
の
中
に
は
、「
屋
外
広
告

物（
屋
外
広
告
物
と
は
、屋
外
で
常

時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て

公
衆
に
表
示
さ
れ
る
広
告
物
の
こ

と
で
、は
り
紙
、は
り
札
、立
看
板
、

広
告
塔
、広
告
板
、建
物
そ
の
他
の

工
作
物
な
ど
に
掲
出
さ
れ
た
も
の

な
ど
を
指
す
）」
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
屋
外
広
告
物
を
表
示

す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て

市
町
村
長
の
許
可
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。ま
ち
の
良
好

な
景
観
を
作
り
出
す
た
め
に
、

屋
外
広
告
物
の
表
示
を
行
う
と

き
は
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
許
可
手
続
や
許
可
基
準
な
ど

の
詳
細
は
下
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

主
な
規
制
の
例

屋
外
広
告
物
は
、「
ま
ち
の
良

好
な
景
観
の
形
成
」
と
「
公
衆

に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の
面

か
ら
、
許
可
に
あ
た
っ
て
設
置

場
所
や
大
き
さ
な
ど
を
規
制
し

て
い
ま
す
。

自
己
の
店
舗
な
ど
の
敷
地

内
に
店
名
、
取
扱
商
品
名
な
ど

を
表
示
す
る
場
合
（
自
家
広
告

物
）

1 

街
路
樹
、
電
柱
、
道
路
標
識

な
ど
の
禁
止
物
件
に
は
原
則
と

し
て
広
告
物
を
設
置
で
き
ま
せ

ん
。た
だ
し
、
広
告
物
の
合
計

面
積
が
禁
止
地
域
に
あ
っ
て
は

５
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、
許
可

地
域
に
あ
っ
て
は
10
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
、
許
可
の
基
準
に

適
合
す
る
広
告
物
は
設
置
で
き

ま
す
。

2 

建
物
の
壁
面
に
表
示
す
る

広
告
物
の
面
積
は
50
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
壁

面
の
面
積
の
５
分
の
１
以
下
に

限
ら
れ
ま
す
。

3 

郊
外
の
道
路
沿
道
な
ど
で

は
表
示
面
積
の
合
計
に
上
限
が

あ
り
ま
す
。

自
己
の
店
舗
な
ど
か
ら
離

れ
た
位
置
に
表
示
す
る
場
合
や
、

他
人
に
看
板
や
そ
の
敷
地
を
貸

す
場
合

1 

上
記
の
ほ
か
、鉄
道
の
沿
線
、

郊
外
の
道
路
沿
道
、
信
号
機
の

付
近
な
ど
の
禁
止
地
域
で
は
広

告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

■ 

有
効
期
間

許
可
に
は
有
効
期
間
（
最
長
３

年
）
が
あ
り
ま
す
。一
度
許
可

を
受
け
た
広
告
物
で
も
、
有
効

期
間
の
経
過
後
に
引
き
続
き
設

置
す
る
た
め
に
は
、
更
新
許
可

の
手
続
が
必
要
で
す
。有
効
期

間
が
切
れ
た
屋
外
広
告
物
は
、

違
反
広
告
物
と
し
て
除
却
命
令

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
５
７
０
０
）

県
税
や
市
町
村
税
に
つ
い
て

　
納
税
は
お
済
み
で
す
か
？

方
は
、
納
税
通
知
書
で
お
近
く

の
金
融
機
関
か
ら
納
税
す
る
か
、

県
税
事
務
所
（
県
税
の
み
）、
市

町
村
役
場
（
市
町
村
税
の
み
）
で

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
さ
れ
な
い
と
財

産
の
差
押
え
（
給
与
・
預
金
・
不

動
産
な
ど
）、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
県
税
の
納
税
に
関
す
る
こ
と

＝
土
浦
県
税
事
務
所　
収
税
第

１
・
２
課
（
納
税
と
相
談
）　
☎

０
２
９
︲
８
２
２
︲
７
２
０

８
・
７
２
０
５
／
土
浦
県
税
事

務
所　
稲
敷
支
所（
納
税
の
み
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
１
１

１●
市
町
村
税
の
納
税
に
関
す
る

こ
と
＝
稲
敷
市
税
務
課
収
納
対

策
室　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
５
１
１
）

県
税
（
自
動
車
税
な
ど
）
お
よ
び

市
町
村
税
（
固
定
資
産
税
、
市
県

民
税
、国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）の

納
税
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
だ
納
税
の
お
済
み
で
な
い
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ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

トピックス

1 

巣
の
確
認
が
出
来
な
い
も

の
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
巣
に

つ
い
て
は
駆
除
し
ま
せ
ん
。

2 

巣
を
見
つ
け
た
り
、探
し
た

り
す
る
業
務
は
し
ま
せ
ん
。

3 

ハ
チ
が
部
屋
な
ど
で
飛
ん

で
い
る
、
数
匹
い
る
と
い
う
だ

け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

4 

危
険
で
特
殊
な
場
所
は
、一

部
自
己
負
担
が
伴
い
ま
す
。例

と
し
て
、
高
所
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
内
、
大
工
さ
ん
の
仕
事
が

必
要
な
場
所
。

5 

居
住
性（
店
舗
併
用
）住
宅
に

限
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に

限
り
業
者
に
委
託
し
、
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

注
意
事
項

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉

　
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

こ
の
制
度
は
皆
様
の
申
請
に
基

づ
き
、
市
が
認
定
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。詳
細
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の

20
歳
以
上
の
方
へ
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

手
当

月
額
２
６
４
４
０
円

支
給
対
象
障
害
の
程
度

1 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
。

2 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

の
障
害
が
１
つ
、
同
２
級
程
度

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
す
る

場
合
。

3 

障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度

以
上
の
障
害
が
１
つ
で
も
、
日

常
生
活
能
力
が
低
く
1
と
同
程

度
の
場
合
。

■ 

障
害
児
福
祉
手
当

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度

の
障
害
児
（
20
歳
未
満
）
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当

月
額
１
４
３
８
０
円

支
給
対
象
障
害
の
程
度

1 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

2 

療
育
手
帳
Ⓐ
程
度

■ 

請
求
・
手
続
方
法
（
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と

も
共
通
）

認
定
請
求
の
方
法

必
要
書
類
を
持
参
し
、
社
会
福

祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類
：
申
請
書
、
診
断

書
、
口
座
振
替
依
頼
書
、
戸
籍

抄
本
、住
民
票

手
当
の
支
給
方
法

認
定
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら

２
月
、５
月
、８
月
、11
月
の
４

期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の

分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

■ 

現
況
届
の
提
出

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、

水廻りのリフォームやトラブルは・・・
稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス販売代理店

根本住宅産業
稲敷市阿波崎 1568
TEL.0299-79-1543

代表　根本 國男

お任せください

８
月
初
旬
に
送
付
す
る
「
特
別

障
害
者
手
当
等
受
給
資
格
者
現

況
調
査
表
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。現
況
届
は
毎
年

１
回
、
継
続
支
給
を
確
認
す
る

た
め
の
大
事
な
届
け
で
す
の
で
、

届
出
期
限
内
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。提
出
が
な
い
場
合

に
は
手
当
の
支
払
い
を
一
時
差

し
止
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限

８
月
11
日
（
火
）
〜
９
月
10
日

（
木
）

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
１
１
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
無
料
駆
除

　
駆
除
は
お
早
め
に
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寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所（オリエンタル稲敷）
● 我孫子事業所（オリエンタル我孫子）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323   携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

〈千葉県〉

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。　
※
資

格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な
い
限

り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■ 

支
給
手
続

認
定
請
求
書
と
戸
籍
謄
本
・
口

座
証
明
書
を
持
参
し
児
童
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

支
給
対
象
者

児
童
（
18
歳
（
年
度
中
）、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
を
持
つ
人
）
を
監
護
す
る

母
、
ま
た
は
養
育
者
。　
※
老

齢
年
金
以
外
の
公
的
年
金
受
給

者
を
除
く
。所
得
制
限
あ
り
。

■ 

手
当
額

１
人
目

９
８
５
０
円
〜
４
１
７
２
０
円

（
所
得
に
よ
り
）

２
人
目

＋
５
０
０
０
円

３
人
目
以
降

＋
３
０
０
０
円（
一
人
に
つ
き
）

■ 

支
払
期
日

毎
年
３
回（
４
月
、８
月
、12
月
）

■ 

現
況
届

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を

送
付
し
ま
す
。児
童
福
祉
課
が

指
定
す
る
日
ま
で
に
、
児
童
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
事
由
に
よ
り
個
別
に

必
要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
２

年
間
提
出
が
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

■ 

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
支
給
対
象
の
児
童
が
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
、
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
変
更

な
ど
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

市
職
員
人
事
異
動

　
７
月
１
日
付
、課
長
級
以
上

「
日
本
語
教
室
」開
催

　
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
ま
し
ょ
う

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

方
法
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
：
9
月
6
日（
日
）〜

毎
週
日
曜
、
午
後
１
時
〜
３

時
（
全
10
回
）　
▽
場
所
：
江

戸
崎
公
民
館
研
修
室　
▽
受

講
料
：
無
料（
教
材
費
の
み
自

己
負
担
）　

▽
講
師
：
茨
城

県
国
際
交
流
協
会
よ
り
派
遣

※
な
お
、
こ
の
講
座
は
日
本

語
教
師
資
格
取
得
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
本
語
サ
ー
ク
ル
か
ぼ
ち

ゃ
（
山
内
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
３
５
８
７

■ 

総
務
部

▽
管
財
課
：
課
長
＝
森
川
春
樹

（
農
政
課
長
）　

▽
江
戸
崎
総
合

窓
口
課
：
課
長
＝
寺
内
照
雄

（
児
童
福
祉
課
長
）　

▽
桜
川
総

合
窓
口
課
：
課
長
＝
木
村
稔

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
長
）

■ 

保
健
福
祉
部

部
長
＝
大
島
功（
社
会
福
祉
課
長

兼
人
権
推
進
室
長
）

▽
社
会
福
祉
課
：
課
長
兼
人
権

推
進
室
長
＝
玉
造
新
一
（
稲
敷

市
社
会
福
祉
協
議
会
局
長
）　

▽

児
童
福
祉
課
：
課
長
＝
飯
塚
雅

江（
会
計
管
理
者
兼
課
長
）

■ 

産
業
建
設
部

▽
農
政
課
：
課
長
＝
坂
本
猛

（
江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）　

▽
下
水
道
課
：
課
長
＝

内
田
恒
雄（
江
戸
崎
公
民
館
長
）

■ 

教
育
委
員
会

▽
江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
：
所
長
＝
櫻
井
郁
雄（
管
財
課

長
）　

▽
江
戸
崎
公
民
館
：
館

長
＝
松
本
武
夫（
下
水
道
課
長
）

■ 

会
計
課

▽
会
計
課
：
会
計
管
理
者
兼
課

長
＝
秋
本
隆
（
桜
川
総
合
窓
口
課

長
）

■ 

派
遣
等

▽
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
：

常
務
理
事
兼
局
長
＝
宇
佐
美
嘉

一（
保
健
福
祉
部
長
）

※
名
前
下
の（
）内
は
前
職
名

●
稲
敷
市
総
務
課
人
事
給
与
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
１
０
）
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トピックス

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
の
た
め
に

　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

■ 

犬
を
放
し
飼
い
に
し
な

い
！

散
歩
の
と
き
も
、
引
き
綱
は
必

ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。特
定
犬
は

オ
リ
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

鳴
き
声
・
悪
臭
に
ご
用
心
！

■ 

犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け
与

え
て
い
る
人
へ
！

命
あ
る
生
き
物
を
飼
う
な
ら
責

任
を
も
っ
て
、
他
の
人
へ
の
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
く
飼

い
ま
し
ょ
う
。無
責
任
な
飼
い

鴻
野
伸
夫
さ
ん
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
で
あ
り
、
永
き
に
渡

り
、
こ
の
水
の
恵
み
豊
か
な
水

郷
風
景
を
撮
り
続
け
て
き
ま
し

た
。そ
の
中
で
、
鴻
野
氏
の
出

版
し
た
写
真
集
「
想
い
出
の
水

郷
」
に
は
、
サ
ッ
パ
舟
に
乗
っ

た
人
々
が
エ
ン
マ
を
行
き
交
い
、

ボ
ッ
チ
笠
を
被
っ
た
農
夫
・
農

婦
達
が
腰
を
曲
げ
て
田
植
え
を

す
る
、
昭
和
30
年
か
ら
50
年
頃

ま
で
を
撮
影
し
た
写
真
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
写
真
展
で
は
鴻
野
氏

の
ご
好
意
に
よ
り
、
こ
の
写
真

集
「
想
い
出
の
水
郷
」
か
ら
60

枚
程
、
写
真
パ
ネ
ル
に
し
て
展

示
し
ま
し
た
。ま
た
、
霞
ヶ
浦

や
利
根
川
流
域
の
昔
懐
か
し
い

写
真
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

「
想
い
出
の
水
郷
」写
真
展

　
～
懐
か
し
の
水
郷
風
景
～

川
や
池
の
ま
わ
り
は
、
滑
り
や

す
く
て
危
険
で
す
。絶
対
に
子

気
を
つ
け
よ
う
！
ふ
せ
ご
う
！

　
夏
休
み
の
水
の
事
故

︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

時
開
館
）　

▽
休
館
日
：

月
曜
日
、８
月
28
日（
金
）

▽
入
館
料
：
無
料

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資

料
館　
☎
０
２
９
９
︲
７

９
︲
３
２
１
１

こ
の
機
会
に
、
の
ど
か
な
水
郷

地
帯
で
あ
っ
た
頃
の
写
真
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
水
の
恵
み
に
笑

い
、
水
の
害
に
泣
い
た
昔
の
生

活
を
思
い
出
し
て
頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

▽
期
間
：
８
月
１
日
（
土
）
〜

９
月
６
日（
日
）　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　
（
水
曜
日
は
午
前
11

方
は
、
み
だ
り
に
繁
殖
さ
せ
、

犬
・
ね
こ
を
不
幸
に
し
ま
す
。

　
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

で
は
、
犬
に
よ
る
苦
情
な
ど
を

直
接
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
︲
７
２
︲
１
２
０

０

ど
も
達
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。ま
た
、
危
険

な
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
た
ら
、
一
声
か
け
て
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
事
故
の
多
く
は

家
の
近
く
の
川
、
池
、
用
水

路
な
ど
で
お
き
て
い
ま
す
。

自
宅
の
近
く
に
危
険
な
場
所

が
あ
る
か
、
子
ど
も
と
一
緒

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
警
察
署　
☎
０
２
９

む
だ
ぼ
え
を
し
な
い
よ
う

に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。飼
っ

て
い
る
場
所
を
清
潔
に
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

捨
て
犬
・
捨
て
ね
こ
は
、

や
め
ま
し
ょ
う
！

子
犬
、
子
ね
こ
は
飼
っ
て

い
た
だ
け
る
方
が
必
ず
見

つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
虐

待
し
、
ま
た
は
遺
棄
し
た

者
は
、罰
金（
50
万
円
以
下
）

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

■ 
排
泄
の
し
つ
け
を
し

ま
し
ょ
う
！

散
歩
中
、「
ふ
ん
」を
し
た

と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。ね
こ
は
室
内

で
飼
う
よ
う
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
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阿見町の大竹さんからスイカが届き
ました。ゴールデンゴールズの選手
にと、毎年たくさんのスイカを寄付
して頂いております。ありがとうご
ざいました。
　練習で汗を流した選手達のために、
週二回、後援会のお母さん達が手料
理を作っています。今回は大竹さん
のスイカも食卓に。

第80回都市対抗野球大会

稲敷バラエティー

第80回都市対抗野球大会の2次予選北関東大会が6月19日
に日立市民球場（日立市）で行われました。茨城ゴールデンゴ
ールズは5月に行われた県大会を見事3位で勝ち上がり、強
豪ひしめくこの大会への出場を果たしました。1回戦の相手
は昨年の王者、群馬県代表の富士重工。ゴールデンゴールズ
は7回に捕手・坂巻卓也選手がホームランを放つなど健闘し
たものの、強力打線を前に2−5で惜しくも敗れてしまいま
した。
　すでに選手たちは、来年の大会に向け練習に励んでいます。
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査
課
（
担
当
：
番
場
）　
☎
０
２

９
９
︲
６
３
︲
２
４
１
５
／
fax

０
２
９
９
︲
６
３
︲
２
４
９
５

／http://w
w

w
.ktr.m

lit.
go.jp/kasum

i/

建
退
共
制
度

中
小
企
業
の
退
職
金

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。国
の
制
度
な
の
で

安
全
、
確
実
、
申
込
手
続
き
は

簡
単
で
す
。詳
細
は
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設

業
を
営
む
方　
▽
対
象
と
な
る

労
働
者
：
建
設
業
の
現
場
で
働

く
方　

▽
掛
金
：
３
１
０
円

（
日
額
）

●
独
立
行
政
法
人　
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構　
建
退
共
茨
城

県
支
部　
☎
０
２
９
︲
２
２
５

︲
０
０
９
５

第
６
回
健
康
教
室

宮
本
病
院

宮
本
病
院
で
は
、
下
記
の
よ
う

な
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

開
発
許
可
を
受
け
た
方

完
了
届
け
の
提
出
を

都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定
に

基
づ
く
開
発
許
可
を
受
け
た
方

は
、
工
事
が
完
了
し
た
と
き
に

知
事
に
完
了
届
け
を
提
出
し
、

完
了
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。検
査
済
証
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
と
、
将
来
増
改

築
、
用
途
の
変
更
な
ど
の
際
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
完
了
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課　
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
７
０
７
９

稲
敷
広
域
消
防

職
員
採
用
試
験

詳
細
は
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
職
種
：
消
防
吏
員　
▽
採
用

予
定
人
員
：
８
人
以
内　
▽
採

用
時
期
：
平
成
22
年
４
月　
▽

受
付
期
間
：
７
月
27
日（
月
）〜

８
月
17
日（
月
）　
▽
手
続
き
：

受
験
申
込
書
お
よ
び
必
要
書
類

は
、
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
で

交
付　
▽
試
験
日
：
９
月
20
日

（
日
）　
▽
試
験
会
場
：
龍
ケ
崎

消
防
署

●
消
防
本
部
総
務
課　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
７
４
３

川
の
通
信
簿

参
加
者
募
集

霞
ヶ
浦
の
「
川
の
通
信
簿
」
を

つ
け
て
み
よ
う
！
と
題
し
、
霞

ヶ
浦
を
採
点
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。詳
細
は
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
８
月
24
日（
月
）〜
26

日（
水
）　
午
後
１
時
〜
５
時　

※
い
ず
れ
か
1
日
の
み
で
も
、

3
日
間
全
て
で
も
可
。　
▽
場

所
：
霞
ヶ
浦
周
辺（
バ
ス
で
移
動

し
な
が
ら
採
点
し
ま
す
）　

▽
募

集
人
数
：
20
人　

▽
参
加
資

格
：
不
問　
※
小
学
生
以
下
の

方
は
、
必
ず
保
護
者
の
方
と
一

緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
応
募
方
法
：
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
応

募
人
数
を
左
記
へ　
▽
申
込
締

切
：
８
月
10
日（
月
）　
▽
参
加

費
：
無
料

●
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局　
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所　
調

す
。送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
肺
が
ん
に
つ
い
て

／
講
師
：
宮
本
二
郎 

院
長　

▽
日
時
：
９
月
３
日（
木
）　
午

後
１
時
〜
２
時
30
分　

▽
場

所
：
宮
本
病
院
新
館　
健
康
教

室　
▽
参
加
費
：
無
料

●
宮
本
病
院
地
域
連
携
室　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１
４

英
会
話
教
室

楽
し
く
英
語
を
学
ぼ
う

英
語
を
習
得
す
る
の
に
大
切
な

こ
と
は
、
ま
ず
英
語
に
興
味
を

持
つ
こ
と
で
す
。

　
日
常
会
話
や
文
法
、
英
語
の

読
み
書
き
、
古
典
英
語
な
ど
英

語
に
関
す
る
も
の
を
み
ん
な
で

楽
し
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽

申
込
：
随
時

大
人
の
部

▽
日
時
：
毎
週
日
曜
日　
午
後

６
時
〜
８
時　
▽
費
用
：
５
０

０
円
／
一
回（
教
材
費
な
ど
）

子
ど
も
の
部（
小
学
生
）

▽
日
時
：
毎
月
第
１
、
第
３
日

曜
日　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▽
費
用
：
１
５
０
０
円
／
月

（
教
材
費
な
ど
）

●talk-in　
☎
０
２
９
︲
８
９

３
︲
１
８
０
８

エ
ア
ロ
ビ
参
加
者
募
集

ス
マ
イ
ル

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
ス
マ
イ
ル
」

で
は
、
８
月
か
ら
の
参
加
者
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
26
日
〜　
午
後

７
時
30
分
〜　
※
毎
週
水
曜
日
、

一
時
間
程
度
、
全
８
回
。　
▽

場
所
：
江
戸
崎
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ　
参
加
費
：
３
０
０
０

円
（
講
師
代
な
ど
）　
▽
申
込
：

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
毎
週
水
曜
日

随
時
受
付　
※
当
日
途
中
参
加

も
受
け
付
け
ま
す
。

●
四
ッ
谷
（
夜
間
の
み
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
１
０
４
２

informationくらしと情報
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8月6日（木） 江戸崎公民館 弁
8月13日（木） 東分庁舎 司
8月20日（木） ふれあいセンター
8月27日（木） 桜川庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時　▽会場：下記の番号にて確認
火曜日＝江戸崎中、江戸崎小、桜川中のいずれか
問：江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
木曜日＝新利根中、東中のいずれか
問：新利根中学校相談室tel.0297-87-5003
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障害の相談
をお受けします。
▽日時：8月26日（水）午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：47,256（-46）

　　男：23,362（-28）

　　女：23,894（-18）

世帯数：14,959（-3）

※ 7 月 1 日現在。かっこ内

は前月比

8月の納税
▽納期限：8月31日（月）

・市県民税：2期
・介護保険料：3期
・国民健康保険税：3期
・後期高齢者医療保険料：2
期

8月18日（火）　江戸崎庁舎／ 8月19日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝8
月10日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時〜11時30分　▽場所：新利
根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）
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8月2日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
8月9日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
8月16日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
8月23日（日） 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
8月30日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
9月6日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
9月13日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

 tel.029-830-5151
9月20日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
9月21日（月） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
9月22日（火） 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
9月23日（水） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜午後11時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制） 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室 毎週月曜午後1時〜
カラオケ愛好会 火、土曜午後1時30分〜
夏休み子ども陶芸教室 7月19日（日）〜8月9日（日）

 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
太極拳教室 8月12日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会 8月17日（月）午前10時30分〜
手話愛好会 8月21日（金）午後7時〜
茶道教室 8月27日（木）午前9時30分〜
料理教室 8月24日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 8月24日（月）午後1時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/mo
bile/ ※QR コードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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1
ち
び
っ
子
運
動
会

６
月
13
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ア
イ
で
は
、
今

年
で
３
回
目
と
な
る
「
ち
び
っ
こ
運
動
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
１
０
３
人
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
族
の
方
の
参
加
に
よ
り
、
に
ぎ
や
か
な
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
達
と
、
そ
の
姿
を
見
守
る
家
族
の
方
の
温
か
い
眼
差
し

が
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
し
た
。

2
茨
城
建
築
文
化
賞

５
月
22
日
、水
戸
市
で
第
22
回「
茨
城
建
築
文
化
賞
」の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
市
内
の
一
級
建
築
士
、
井
川
一
幸
さ
ん

（
井
川
建
築
設
計
事
務
所
）
が
設
計
し
た
「
茨
城
和
風
×
モ
ダ

ン
住
宅
」
が
住
宅
部
門
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
賞

は
県
建
築
士
事
務
所
協
会
が
毎
年
、
県
内
の
優
れ
た
建
築

物
に
贈
る
も
の
で
す
。

3
ふ
な
釣
り
大
会

６
月
14
日
、「
稲
敷
市
ふ
な
釣
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本
年
で
41
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
。釣
り
を
愛
す

る
人
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
方
々
に
稲
敷
市
の
Ｐ
Ｒ
と
な

っ
て
い
ま
す
。大
会
当
日
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
た

く
さ
ん
の
太
公
望
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。総
重
量
21
キ
ロ

も
の
大
量
の
ふ
な
を
釣
り
上
げ
優
勝
さ
れ
た
方
は
、
ま
さ

に
心
技
体
の
た
ま
も
の
で
、参
加
者
の
羨
望
の
的
で
し
た
。

4
新
利
根
区
長
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
14
日
、
新
利
根
地
区
区
長
会（
会
長 

坪
井 

治
）会
員
の

皆
さ
ん
30
人
が
参
加
し
、
梅
雨
空
の
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
で
、
市
役
所
新
利
根
庁
舎
案
内
表
示
板
（
２
カ

所
）周
辺
の
草
刈
り
と
、樹
木
の
手
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

1

23
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45

で・き・ご・と
5-6月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

5
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア

６
月
21
日
に
ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森
で
「
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
フ

ェ
ア
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
お
菓
子
や
料
理
の

販
売
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
郷
土
芸
能
披
露
な
ど
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

6
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
23
日
、
江
戸
崎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
、
第
13

回
稲
敷
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。晴

天
の
中
、
市
内
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。　
▼
優
勝
＝
犬
塚
チ
ー
ム
、
準
優

勝
＝
曽
根
チ
ー
ム
、第
３
位
＝
江
和
会
チ
ー
ム

7
稲
敷
直
売
所
感
謝
祭

６
月
28
日
、稲
敷
直
売
所（
柴
崎
）で
、３
周
年
記
念
感
謝
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
お
楽
し
み
抽
選
会
や
試

食
会
、そ
し
て
駐
車
場
に
は
特
設
会
場
が
設
置
さ
れ
、カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
大
人
の
皆
さ
ん
に
混
じ

っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
の
が
、
太
田
小
児
童
に
よ
る
お
囃

子
演
奏
会
。日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、来
場
さ
れ

た
約
千
人
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

8
今
年
も
笑
い
を
お
届
け

「
爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
２
０
０
９
」
が
６
月
27
日
に
江
戸
崎

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
五
百
人
の
観
客
で
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。第
一
部
は
、欽
ち
ゃ
ん
劇
団「
バ

ラ
エ
テ
ィ
公
演
」、
第
二
部
は「
若
手
芸
人
お
笑
い
バ
ト
ル

決
勝
」を
行
い
ま
し
た
。芸
能
関
係
者
の
審
査
に
よ
り
、優

勝
は「
あ
っ
ぷ
る
通
信
」、
準
優
勝
は「
ア
ロ
ハ
ジ
ャ
ケ
ッ

ツ
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

7

8

6
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9
庭
に
た
く
さ
ん
の
バ
ナ
ナ
が

橋
本
貞
四
さ
ん（
柴
崎
）の
お
宅
の
バ
ナ
ナ
の
木
に
た
く
さ

ん
の
バ
ナ
ナ
が
な
り
ま
し
た
。お
庭
に
４
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
バ
ナ
ナ
の
木
が
数
本
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
本
の
木
の

上
の
方
に
か
わ
い
い
バ
ナ
ナ
た
ち
が
幾
重
に
も
。こ
の
木

は
約
40
年
前
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、
２
、
３
年
に
一
度

実
を
付
け
て
い
る
そ
う
で
す
。橋
本
さ
ん
は
「
い
つ
も
は

実
が
小
さ
い
時
期
に
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
は

黄
色
に
熟
し
た
バ
ナ
ナ
を
見
た
い
」
と
、
か
わ
い
い
子
供

た
ち
を
毎
日
見
守
っ
て
い
ま
す
。

10
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
運
動
。

地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
と
し
て
全

国
的
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
市
内
の
一
部
の
お
店
で
も
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
れ
に
先
駆
け
、
６
月
20

日
と
27
日
に
市
内
４
カ
所
の
ス
ー
パ
ー
で
レ
ジ
袋
削
減
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

チ
ラ
シ
の
ほ
か
に
、
マ
イ
バ
ッ
ク
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、

買
い
物
に
来
た
お
客
様
に
配
布
し
ま
し
た
。

11
い
な
し
き
農
業
講
座

農
業
を
始
め
た
ば
か
り
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と

す
る
方
を
対
象
に
、
技
術
や
販
売
の
仕
方
を
習
得
し
て
も

ら
お
う
と
始
ま
っ
た
「
い
な
し
き
農
業
基
礎
講
座
」。今
年

で
２
年
目
を
迎
え
、
６
月
23
日
に
第
10
回
目
の
講
座
が
開

講
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、販
売
実
践
活
動
と
し
て
、え
ど
さ

き
直
売
所
を
お
借
り
し
、
講
座
で
学
ん
だ
技
術
を
活
か
し

て
栽
培
し
た
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。　
▼
え
ど
さ

き
直
売
所
／
場
所
：
Ｊ
Ａ
稲
敷
江
戸
崎
支
店
前
／
営
業
時

間
：
正
午
〜
午
後
３
時
／
営
業
日
：
土
曜
日

7b

▢▢

11a11b

910
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で・き・ご・と
6-7月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

12
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
５
回
稲
敷
市
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
７
月
５
日

に
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
千
人
も
の
児
童
が
参
加
し
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル（
４
〜
６
年

生
）と
つ
な
ひ
き（
１
〜
３
年
生
）の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
、
各
チ
ー
ム
と
も
白
熱
し

た
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

／
優
勝
＝
鳩
崎
地
区
子
ど
も
会
Ｂ
チ
ー
ム　
　
つ
な
ひ
き

の
部
／
優
勝
＝
阿
波
地
区
子
ど
も
会
Ｃ
チ
ー
ム

13
清
掃
作
戦

７
月
５
日
は
関
東
地
方
環
境
美
化
運
動
の
日
。こ
の
日
市

内
全
域
で
、
霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
さ
ん
か
ら
配
布
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
い
っ
ぱ
い
に
。作
業
は
朝
方
約
２
時
間
で
し
た
が
、
こ

の
日
市
内
の
収
集
場
所
に
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
約
12
ト

ン
。こ
の
ゴ
ミ
が
稲
敷
環
境
事
業
協
同
組
合
の
方
々
に
よ

っ
て
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。ま

た
、
一
部
の
地
区
で
は
道
路
際
の
草
刈
も
実
施
さ
れ
、
市

内
中
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

14
道
路
整
備
な
ど
を
国
に
陳
情

７
月
６
日
、
市
長
と
市
議
会
議
長
が
、
道
路
整
備
な
ど
に

対
す
る
要
望
活
動
を
国
土
交
通
省
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

要
望
の
内
容
は
、
稲
敷
Ｉ
Ｃ
か
ら
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線（
千
葉
県
側
）ま
で
の
早
期
開
通
と
基
幹
道
路
整
備（
国
道

１
２
５
号
・
国
道
４
０
８
号
）
の
早
期
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

そ
し
て
和
田
公
園
へ
「
舟
運
復
活
に
欠
か
せ
な
い
桟
橋
」

の
設
置
に
つ
い
て
。各
部
署
に
出
向
き
な
が
ら
市
の
考
え

を
手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

▢▢▢
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12b 12a
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

広報稲敷 平成21年8月号　22

あそびの広場日程 8月31日（月） 子どもの救命法／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
8月4日（火） 赤ちゃん体操（妊婦さん〜 1歳半）

8月6日（木） シャボン玉で遊ぼう（どなたでも）

8月11日（火） 水遊びをしよう（1歳半〜 2歳半）

8月18日（火） 水遊びをしよう（2歳半〜）

8月20日（木） 水遊びをしよう（どなたでも）

8月25日（火） ペットボトル水族館を作ろう（どなたでも）

8月27日（木） 作って飾ろう（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
8月5日（水） 赤ちゃん体操（妊婦さん〜 1歳半）

8月12日（水） シャボン玉で遊ぼう（1歳半〜）

8月19日（水） 水遊びをしよう（どなたでも）

8月26日（水） 作って飾ろう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時〜）

8月5日（水） すくすくday ／東保健センター
8月17日（月） おまつりごっこであそぼう（1歳半〜）／ 
 あいアイ
8月19日（水） おまつりごっこであそぼう／桜川保健セ 
 ンター
8月20日（木） ママとあそぼう（6 ヶ月〜 1歳半）／あい 
 アイ
8月21日（金） おまつりごっこであそぼう／江戸崎保健 
 センター
8月24日（月） ベビーマッサージ（6 ヶ月まで）／あいアイ
8月25日（火） 誕生会（8月生まれ）／あいアイ
8月26日（水） おまつりごっこであそぼう／東保健セン 
 ター

子育て講座開催－子どもの救命法－
子どもの突然の病気や事故はあわてて
しまいます。いざという時のために、
ぜひ救急救命法を学び、大切な子ども
の命を守る方法を覚えておきましょ

あいアイ

つばさ・ひまわり
自然に汗をかくことを体験し、暑い時
期のスキンケアを保つためにも、水遊
びを楽しみましょう。
　夏ならではの遊びを沢山用意してい
ます。プールも準備してありますので
遊びに来てくださいね。

▽日程：8月11日（火）＝プール、8月
19日（水）＝色水遊び、8月20日（木）

＝にじみ絵、など

う！
▽日時：8月31日（月）午前10時30
分〜 11時30分　▽場所：子育て支援
センターあいアイ　▽対象：０歳児と
保護者（20組）　▽講師：消防士（稲敷

広域消防）　▽申込方法：8月24日（月）

までにあいアイへ

▶リラックスヨガの様子（６月19日）
　10月にも予定しています。

▶楽しいことがいっぱいありますように　
　（7月1日、あいアイ）



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　特定保健指導を受けましょう
特定保健指導は、各医療保険者が、特定健康診査の結果に
より健康の保持に努める必要がある方に対し、計画的に実
施する生活習慣病予防の支援です。生活習慣病予防の対策
として、国が定めました。
　対象となる方は、生活習慣病発症との関連が強いメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）か、その予備群で、予
防効果が高いと判定された方です。対象となる方には、各
医療保険者から連絡がありますので、積極的に参加され、
生活習慣病予防に取り組みましょう。
　メタボリックシンドロームの減少率が低い医療保険者は
後期高齢者医療への支給金をより多く負担することになり
ます。

8、9月の行事予定

　　　住民健康相談
健康に関する悩みや疑問について、保健師・栄養士がお答
えします。　※予約が必要です。
　健診結果などでわからないことなどお気軽にご相談くだ
さい。また、日程が決まっていますが、ご都合がつかなけれ
ばご連絡ください。
▽時間：午前10時〜 11時　▽会場：各保健センター

午前9時45分〜 10時　▽ふれあい
センター：8月28日（金）午前9時45
分〜 10時　▽東保健センター：9月
18日（金）午後1時〜 20分
1歳6か月児健診
▽東保健センター：8月7日（金）　対
象児＝平成20年1月9日〜 1月24日
生まれ　▽ふれあいセンター：9月4
日（金）　対象児＝1月25日〜 2月15
日生まれ　▽江戸崎保健センター：9
月15日（火）　対象児＝2月16日〜 3
月4日生まれ
2歳児健診
▽東保健センター：8月20日（木）　対
象児＝平成19年7月1日〜 7月17日
生まれ　▽桜川保健センター：9月2
日（水）　対象児＝7月18日〜 7月31
日生まれ　▽江戸崎保健センター：9

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：8月19日（水）、9
月11日（金）

■ポリオ
▽ふれあいセンター：8月27日（木）　
▽桜川保健センター：9月25日（金）

マタニティスクール
▽江戸崎保健センター：9月10日（木）

離乳食相談（予約制）　
▽ふれあいセンター：8月26日（水）

▽東保健センター：9月11日（金）

3か月児健診
▽江戸崎保健センター：8月5日（水）

月28日（月）　対象児＝8月1日〜 8
月17日生まれ
3歳児健診
▽桜川保健センター：8月4日（火）　
対象児＝平成18年6月28日〜 7月
19日生まれ　▽江戸崎保健センター：
9月1日（火）　対象児＝7月20日〜 8
月12日生まれ　▽東保健センター：9
月16日（水）　対象児＝8月13日〜 9
月3日生まれ
献血
▽東庁舎：8月6日（木）午前9時30分
〜 11時30分　▽アピタ佐原東店：8
月6日（木）午後1時30分〜 4時

日時 地区
8月26日（水） ふれあいセンター
9月11日（金） 東保健センター
10月21日（水） 桜川保健センター
11月20日（金） 江戸崎保健センター
12月11日（金） ふれあい保健センター
1月6日（水） 東保健センター
2月23日（火） 桜川保健センター
3月12日（金） 江戸崎保健センター



生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

広報稲敷 平成21年8月号　24

夏休み映画会「ウォーリー」
　　　8月8日、9日上映

夏休み映画会で「ウォーリー」を上映
します。
　内容は、700年もの間、たったひと
りで働いてきたゴミ処理ロボットの
“ウォーリー” とピカピカロボット “イ
ブ” が想像を超える未来の地球と、驚
きと興奮に満ちた広大な宇宙を舞台に
繰り広げる冒険ファンタジーです。

　入場無料ですので、ぜひ観に来てく
ださい。　※先着順。
■あずま生涯学習センター
▽日程：8月8日（土）　一回目＝午前
10時〜／二回目＝午後1時〜　▽定
員：500人
■江戸崎公民館
▽日程：8月9日（日）　一回目＝午前

ます。運動のできる服装（ジーパンは不

可）、運動靴、汗拭きタオルを持ってき
てください。飲み物は各自でご用意く
ださい。

ず、一般の方）　▽申込日時：7月30日
（木）〜 8月14日（金）　午前9時〜午
後5時　※土、日、祝日は除く　▽申
込方法：生涯学習課へ電話かfax で申
し込む　▽その他：定員を超えた場合
は抽選となります。結果は後日通知し

「いつでも・どこでも・一人でも」誰で
も気軽にできる運動を中心に紹介して
いきます。今まで、運動には無縁だっ
たという方・運動に挑戦したけど続か
なかったという方。ぜひ参加してみて
ください。
　身体を動かす楽しさ、汗をかく心地
よさ、そして何と言っても全身を動か
した後の爽快さを一緒に感じてみませ
んか？心も身体も若返りをするチャン
スです！
▽日時：9月16日、30日、10月7日、
14 日、21 日、28 日、11 月 11 日、
18 日、25 日、12 月 2 日　毎週水曜
日（全10回）　午後7時〜 9時　▽場
所：あずま生涯学習センター　多目的
ホール　▽参加費：2,000円（教室初日

に徴収）　▽定員：30人（老若男女問わ

「気軽に楽しくリフレッシュ体操」
　　　参加者募集！

環境美化意識や自然を愛する感性を
育むとともに、花づくりをとおした
地域コミュニティの再生、活性化を
図るため、花いっぱい運動に継続し
て取り組んでいる、または取り組も
うとしている各種団体、学校に対し

花いっぱい運動
　　　各種団体、学校に支援

て支援を行います。
▽申込方法：応募用紙（大好きいばら

き県民会議のホームページhttp://www.

daisuki-ibaraki.jp/index.html からダウ

ンロード）を記入し、生涯学習課へ提
出　▽申込締切：9月4日（金）

10時〜／二回目＝午後1時〜　▽定
員：680人



 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより
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▽日時：8月2日（日）　午前10時〜
▽対象：小学校3年生以上

ビーズ教室（アクセサリー作り）

▽日時：8月7日（金）　午前10時〜
▽対象：小学生以上

江戸崎公民館図書室

新着図書
夏休み前に、児童書がたくさん入りま
した。

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：8月23日（日）　午前10時30
分〜

新着図書
「小説＊サブプライム」落合信彦、「元
禄秘曲」高橋義夫、「デンデラ」佐藤友
哉、「激しく、速やかな死」佐藤亜紀、「大
脱走」鈴木英治、「クオリア再構築」島
田雅彦／茂木健一郎、「櫻川イワンの
恋」三田完、「すべての男は消耗品であ
る。vol.10」村上龍、「リリアン」エイ
ミーブルーム、「目線」天野節子、「天使
の恋friend（上下）」sin 、「殺プロデュ
ース」山田悠介、「検察vs. 小沢一郎」
産経新聞司法クラブ、「橋の上の「殺
意」」鎌田慧、「半島へ、ふたたび」蓮池
薫、ほか

各種教室
裂き織り体験（綿切り、糸つむぎ）

市立図書館

夏休み映画会
アニメ「おばけのラーバン 1」

▽日時：8月1日（土）、2日（日）　午後
2時〜（上映時間44分）

アニメ「おばけのラーバン 2」
▽日時：8月8日（土）、9日（日）　午後
2時〜（上映時間44分）

アニメ「こねこのぴっち」
▽日時：8月15日（土）、16日（日）　
午後2時〜（上映時間31分）

アニメ「バラの花とジョー」
▽日時：8月29日（土）、30日（日）　
午後2時〜（上映時間21分）

大人向け
劇団四季　ミュージカル「李香蘭」

▽日時：8月22日（土）、23日（日）　
午後2時〜（上映時間139分）

■ 申込
当日図書館カウンターに申し込む。　
▽定員：70人

新着図書（図書館）
「寂しい写楽」宇
江佐真理、「運命
の人　四」山崎豊
子、「学問」山田詠
美
※写真左から

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
       1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28 29 
 30 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、8月25日（火）、休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

図書カレンダー 8月
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■
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
三
大
飢
饉
と
言

わ
れ
た
享
保
、
天
明
、
天
保
の

災
害
は
、
お
よ
そ
七
十
年
の
間

隔
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
最
も
被
害
の
大
き
か

っ
た
天
明
期
を
ま
ず
取
り
あ
げ

ま
し
た
。

　
　

一
、災
害
の
概
況

　

東
町
史
編
纂
委
員
長
で
あ
っ

た
大
谷
貞
夫
博
士
は
著
書
『
江

戸
幕
府
治
水
政
策
史
の
研
究
』

の
一
節
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て

お
り
ま
す
。

「
天
明
三
年
、
信
州
浅
間
山
噴

火
、
砂
降
に
て
米
穀
高
値
に
罷

り
成
り
、
い
た
く
困
り
入
り
候

処
、
天
明
六
年
の
関
東
大
洪
水

で
、利
根
川
、鬼
怒
川
、小
貝
川

通
り
の
田
畑
悉
く
皆
無
、
翌
天

明
七
年
の
春
に
至
り
大
飢
饉
と

成
り
、
人
々
は
山
野
の
草
木
ま

で
取
食
す
る
も
命
助
か
り
兼
餓

死
者
多
数
と
あ
り
、
前
代
未
聞

の
事
共
な
り
」と
。

　
　

二
、「
浅
間
や
け
」と
は

　

浅
間
山
麓
、
上
州
吾
妻
郡
蒲

原
村
名
主
清
平
か
ら
、
幕
府
代

官
原
田
治
右
衛
門
へ
差
し
出
さ

れ
た
届
け
に
は
、
噴
火
の
模
様

を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
信
州
浅
間
、
六
月
末
よ
り
少

し
ず
つ
焼
け
だ
し
、
近
辺
へ
灰

を
吹
き
出
し
、
七
月
五
日
夜
亥

の
刻
（
午
後
十
時
）
ば
か
り
よ
り

大
地
震
の
よ
う
に
鳴
動
致
し
麓

近
く
は
勿
論
、
上
州
高
崎
辺
へ

お
び
た
だ
し
き
小
石
、
砂
を
降

ら
し
。六
日
朝
五
寸
ば
か
り
降

り
つ
も
る
。六
日
は
夜
降
り
出

し
、
七
日
は
一
日
中
暗
夜
の
ご

と
く
、
家
ご
と
に
火
を
と
も
し
、

往
来
は
提
灯
と
も
し
申
し
候
。

七
日
夜
降
通
し
、
八
日
午
前
頃

よ
り
泥
雨
に
な
り
、
火
石
を
飛

ば
し
、
高
崎
並
び
に
松
井
田
辺
、

殊
に
甚
だ
し
く
、
少
家
な
ど
は

崩
れ
、
延
べ
の
作
物
は
石
泥
に

埋
ま
り
、
青
葉
一
つ
も
み
え
申

さ
ず
候
。」

『
日
本
の
歴
史
18
』

　
　
　
　
　
（
中
央
公
論
社
）

　

利
根
川
筋
の
村
々
で
の
死
者

は
二
万
人
と
い
わ
れ
、
利
根
川

の
本
流
は
も
と
よ
り
各
河
川
に

ま
で
、
首
や
手
足
の
な
い
人
馬

の
屍
体
が
無
数
に
流
れ
て
き
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

三
、
浅
間
山
の
噴
火
と
利

　
　

根
川
流
域
の
洪
水
が
災
害

　
　

を
大
き
く
し
た
理
由

『
利
根
川
水
系
農
業
水
利
誌
』

　
　
　
　
　
（
農
業
土
木
学
会
）

　

お
び
た
だ
し
い
降
灰
と
泥
流

は
浅
間
山
の
北
部
か
ら
東
部
、

東
南
部
に
わ
た
る
諸
河
川
、
特

に
烏
川
や
神
流
川
な
ど
に
流
出

し
や
が
て
利
根
川
の
本
流
を
土

砂
で
埋
め
、
河
床
は
三
尺
か
ら

六
尺
ほ
ど
に
高
く
な
り
、
廃
川

同
様
の
状
態
、
僅
か
の
増
水
で

も
氾
濫
を
お
こ
し
、
各
村
落
に

被
害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、

河
道
変
更
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

四
、
古
文
書
か
ら
見
た
当

　
　

地
の
状
況

①
天
明
三
年
十
一
月

　

卯
年
御
年
貢
可
納
割
付
状

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
佐
部
村

亥
よ
り
卯
迄
五
ヶ
年
定
免

当
卯
水
損
に
付
破
免

　
　
（
以
下
中
略
）

納
合
米
拾
石
六
斗
八
升
八
合

　
　

永
五
拾
七
貫
弐
拾
四
文

天
明
三
年
十
一
月

　
　
　
　

伊
半
左　

印

　
　
　
（
根
本
忠
幸
家
文
書
）

伊
佐
部
村
の
年
貢
表
に
よ
り
ま

す
と
、
天
明
元
年
か
ら
六
年
ま

で
の
六
年
間
に
三
度
の
減
免
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
年

お
き
に
水
害
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
大
変
な
こ
と

で
、
享
保
十
七
年
の
米
納
が
百

二
十
五
石
（
平
年
作
）
に
対
し
て

天
明
三
年
は
僅
か
十
石
と
い
う

割
当
て
は
、
き
わ
め
て
異
例
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。そ
の
裏

に
は
飢
餓
線
上
の
悲
惨
な
農
民

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

②
天
明
五
年
三
月

　

相
渡
申
質
地
証
文
之
事

　

田
畑
を
質
に
し
て
借
金
す
る

と
き
の
証
文
、
三
畝
か
ら
五
畝

を
抵
当
に
三
両
か
ら
五
両
の
借

金
が
多
い
。証
文
に
は
名
主
の

奥
印
が
必
要
で
し
た
。質
入
れ

後
契
約
が
切
れ
る
と
流
地
と
し

て
貸
主
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

大
部
分
は
請
戻
す
か
自
作
兼
小

作
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
へ
続
く
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

年代 本田 古新田 丑新田 新田 取合 納合 代官取米 取永 取永 取米 取永 永 米 永 米 永

享保6年
8年

13年
17年

寛保2年
天明元年

3年
6年

寛政11年
文化9年

石
5.020
4.892

25.463
85.676
7.994

なし

文
26736.0
25898.0
21324.0
28912.0

〃

21072.1

文
1052.0
1325.0

なし
1471.0
735.5

1080.0

石
なし

〃
〃

34.420
なし

なし

文
29109.0
24706.0
27141.0
51886.0
26048.8

22094.0

文

1003

石
5.020
4.892

25.463
120.096

7.994
2.182
9.145

なし
84.597

なし

文
56897.0
51929.0
48465.0
82269.0
55696.3
58063.0
55194.0
31233.5
63069.3
47023.4

石
5.020
4.892

25.463
125.488

8.222
3.677

10.688
1.608

88.614
1.633

文
56350.0
51109.0
48971.0
87501.2
58172.0
59847.0
57024.0
33126.9
65683.2
48959.2

野田三郎左衛門
〃
〃
幸田善太夫
〃
伊奈半左衛門
〃
原田清右衛門
岡田清助
吉岡次郎右衛門

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
42
回

　「
天
明
の
飢
饉
」

　
　
　
　
　
　
古
文
書
か
ら
の
一
考
察（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
石
井 

駿
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筑
波
峰
を
寸
景
に
し
て
菖
蒲
咲
く 

坂
本
美
園（
戸
張
）

戦
時
中
ひ
る
に
お
び
え
し
田
植
か
な 

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

蝸
牛
に
愚
痴
を
聞
か
せ
て
み
た
り
す
る 

青
木
啓
泰（
本
宿
）

濃
き
若
葉
淡
き
若
葉
の
風
匂
ふ 

中
條
や
い
子（
大
宿
）

大
公
孫
樹
遊
女
の
墓
を
涼
ず
ま
せ
て 

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

気
に
な
り
し
痛
み
の
走
る
つ
い
り
か
な 

代
静（
犬
塚
）

人
形
も
つ
ま
ら
な
そ
う
な
梅つ

い

り
雨
入
か
な 

岡
村
敏
子（
新
山
）

ふ
り
返
る
そ
こ
に
夫
な
く
青
時
雨 

矢
口
由
里
子（
西
町
）

未
央
柳
風
受
け
な
が
す
金
の
花 

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

苔
の
花
古
刹
に
多
き
無
縁
仏 

溝
口
民
城（
高
田
）

良
き
ニ
ュ
ー
ス
二
つ
続
い
て
風
か
お
る 

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

野
の
草
も
混
じ
り
て
庭
の
緑
濃
し 

宮
本
芳
子（
切
通
）

栗
の
花
真
白
に
枝
を
膨
ら
ま
せ 
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

一
匹
の
蚊
に
甲
高
き
妻
の
声 
幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

朝
摘
み
の
薔
薇
の
香
り
を
呑
む
よ
う
に 

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

こ
こ
ろ
に
も
更
衣
し
て
居
た
り
け
り 

篠
田
啓
子（
新
山
）

あ
め
ん
ぼ
う
水
面
滑
る
を
見
て
飽
か
ず 

高
柳
幸
子（
古
渡
）

降
る
時
は
体
安
ら
ぐ
藤
の
花 

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

理
容
所
を
出
て
初
夏
の
風
軽
し 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

初
捥
ぎ
の
茄
子
も
加
え
て
天
ぷ
ら
に 

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

し
っ
か
り
と
根
づ
き
し
色
の
植
田
か
な 

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

新
緑
の
渓
谷
渡
る
傘
の
列 

埜
口
信
子（
阿
波
）

男
手
を
借
り
て
江
戸
崎
カ
ボ
チ
ャ
切
る 

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

こ
ろ
こ
ろ
と
堆
肥
の
中
に
か
ぶ
と
の
子
起
し
て
ご
め
ん
と
そ
っ
と
戻
し
ぬ 

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

久
々
の
梅
雨
の
晴
れ
間
に
洗
濯
物
あ
る
だ
け
の
竿
い
っ
ぱ
い
に
干
す 

内
田
君
代（
沼
田
）

枯
葦
の
風
に
触
れ
合
ふ
音
の
し
て
根
方
に
鳰
の
子
ら
が
寄
り
そ
ふ 

坂
本
緑（
鳩
崎
）

初
取
り
の
胡
瓜
は
青
く
露
ふ
く
み
帰
省
の
孫
に
持
た
せ
や
り
た
り 

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

マ
ス
ク
す
る
人
減
り
た
る
も
イ
ン
フ
ル
の
患
者
は
今
も
な
お
衰
え
ず 

松
本
静
子（
西
町
）

汗
と
油
息
子
の
持
ち
帰
る
作
業
服
洗
い
上
げ
干
す
明
日
も
頑
張
れ 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

明
日
や
る
か
す
ぐ
や
る
今
や
る
ま
だ
や
ら
ず
政
治
は
大
人
の
オ
オ
カ
ミ
少
年 

山
本
彰
治（
高
田
）

こ
の
蓬
今
も
し
月
に
茂
り
あ
ら
ば
兎
祝
ひ
て
餅
掲
く
ら
む
か 

及
川
良
三（
佐
倉
）

四
十
数
年
前
父
よ
り
貰
い
し
こ
の
背
広
ま
だ
捨
て
難
く
行
季
に
収
む 

財
部
睦
美（
光
葉
）

小
魚
の
跳
ね
る
波
紋
の
鎮
ま
り
て
元
の
形
に
光
る
半
月 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

初
登
校
ピ
カ
ピ
カ
光
る
ラ
ン
ド
セ
ル
総
出
で
見
送
り
角
曲
が
る
ま
で 

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
被き

せ
ら
れ
し
濡
れ
衣
も
晴
れ
て
す
が
し
き
菅
家
さ
ん
の
顔 

篠
田
す
い（
下
太
田
）

と
に
か
く
に
マ
ス
ク
一
箱
送
り
た
る
兵
庫
に
ひ
と
り
学
ぶ
孫
あ
り 

川
村
と
み（
下
太
田
）

入
梅
の
前
ぶ
れ
な
ら
ん
う
と
ま
し
き
空
見
あ
ぐ
れ
ば
う
す
墨
な
が
る 

椎
木
道
代（
柴
崎
）

ひ
と
口
の
コ
ー
ヒ
ー
含
め
ば
昼
の
空
降
り
み
降
ら
ず
み
時し
ぐ
れ雨
過
ぎ
た
り 

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

虫
干
し
の
母
の
着
物
の
裾
引
き
て
は
ん
な
り
と
着
し
は
君
知
ら
ぬ
頃 

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

揺
る
る
木
に
し
が
み
つ
き
い
し
子
燕
は
母
の
う
な
が
し
に
や
っ
と
飛
び
た
り 

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

犬
を
呼
ぶ
口
笛
吹
く
に
も
る
る
息
さ
び
し
き
こ
と
は
人
に
は
言
は
ず 

小
泉
實（
福
田
）

棲
み
つ
ぎ
て
森
の
主
な
る
梟
の
行
く
方
知
る
無
く
梅
雨
の
深
ま
る 

板
橋
道
子（
福
田
）

月
花
を
詠
み
つ
ぐ
日
日
の
あ
れ
よ
か
し
今
宵
な
が
む
る
草
庵
の
月 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

屈
ま
り
て
補
植
つ
づ
け
し
三
日
目
は
縞
の
モ
ン
ペ
の
泥
が
重
た
き 

山
根
三
千
人（
西
代
）

女
衆
が
腰
巻
ひ
と
つ
で
勇
ま
し
く
地
引
網
引
き
し
遠
き
記
憶
よ 

山
口
朋
子（
結
佐
）

ご
う
ご
う
と
田
の
面
を
満
た
す
水
の
勢き

を
青
田
に
見
つ
つ
朝あ
し
たを
歩
む 

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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本校では、「学校は地域と子どものた
めに」の基本理念のもと、次の２つの
課題を重視して取り組んでいます。
　１つ目は、一人一人の子ども達が、
基礎・基本の確実な定着を図れるよう
にすることです。一時間一時間の授業
を大切にすることはもちろん、家庭学
習の習慣化を図ろうと各学級とも目標
を具体的に立てて取り組んでいます。
  ２つ目は、344人の子ども達が、毎
日明るく、楽しく登校できるようにす

ることです。
　学校が子ども達にとって魅力のある
ものとなるように、全校縦割り班活動
や親子ふれあい活動で人間関係を深め
たり、地域の方の協力を得て、米作り
やさつまいも作り、きのこ栽培などの
豊富な体験に挑戦したりしています。
　秋には、地域の方からお借りしてい
る「ゆたかな森」で、コンサートを開き
ます。今年度は、木で作られた階段状
のステージや子ども達全員の椅子もで

学び舎・いん・稲敷　no.13　沼里小学校　児童数：344人（7月1日現在）

静かで　きれいで　あったかい学校を目指して

きました。日頃お世話になっている地
域の方々をお招きして「あったかい」
コンサートにしたいと考えています。

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽今回のみ編集にO² 女史参加で編集。写真選びなども、女性の目からの写真選びを
実感。次月号からの作業に役立てていきます（i）　▽とうとう夏です。夏はお祭りや花火や海な
ど楽しいイベントがいっぱいなので、みなさん楽しみましょう。熱射病など危険ですので、体調
管理はしっかりしましょう。（栗）　▽今回、初めて広報の編集に携わり、広報が完成するまでの
細かい作業の多さに驚きました。ぜひ多くの方に読んでいただきたいです。（O²）

▲ゆたかな森でのコンサート

コンビ二コンビ二

沼里小学校沼里小学校
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